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株の値動きにはどんな特徴があるの？

・収益率の自己相関は小さい

・絶対値収益率の自己相関は長期にわたる

・収益率分布は正規分布ではなく、裾野の厚い分布であ
る

・Volatility clusteringが観察される

BornholdtのIsing model
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・2次元の格子を考える。
・トレーダー i は格子点 i にいるとする。
・トレーダー i はスピンSi	(+1	or − 1)を持つ。
・+1を買う状態、−1を売る状態と考える。

高石によるシミュレーション
高石（広島経済大学）は、３個の株価（K=3)が相関を持って変
動する場合の結果を紹介している。
サイズ120の2次元格子を考え、パラメータはβ = 2, α = 35, Jij =
1とし、また相互作用パラメータγを

γ =
0 0.05 0.1
0.05 0 0.15
0.1 0.15 0

としている。
この行列は、株1と株2の間の相互作用をが一番小さく、株2と株
3の相互作用が一番大きくなるように値が選ばれている。

複数の株が存在する場合はどうか？
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さっきは１種類の株価を扱った！
複数種類の株価が互いに相関を持つ（現実に近い）モデルではどうなるか？

高石(広島経済大学)は、hi t に新たな項を付け加えた！

まとめ
高石（広島経済大学）は、株が１つしか存在しないBornholdtモ
デルを拡張し、多数の株が存在するモデルを考えシミュレーショ
ンを行った。
その結果、実際の市場の収益率の性質を反映する結果が得られた。
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